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八
はちじょういんのちょう

 条 院 町について　京都駅周

辺には、鎌倉時代後期から室町時

代前期にかけて、八条院町と呼ば

れる町がありました。この町は、

平安時代後期に造られた八条院日
あき

章

子
こ

内親王（鳥羽天皇の娘）の御所

跡にできたもので、正
しょうわ

和二年（1313）

後
ご

宇
う

多
だ

法皇により東寺に寄進され、

荘園となりました。そこには東寺

で働く人をはじめ、さまざまな職

業の人々が住み、いろいろな店も

あり、商工業を中心として栄えて

いました。

調査のようす　今回の京都駅北

東側の調査地は、八条院町跡の北

東部に位置し、平安京の条坊では

左京八条三坊十四町にあたります。

調査区の南西部では逆Ｌ字形の溝

１を発見しました。この溝の北側・

東側は、溝２や柵３〜６によって

区切られています。その中では、

たくさんの建物の柱穴や、井戸・

水溜め・ゴミ捨て穴・便所などを

見つけました。建物は規模が小さ

く、小屋などと考えられます。ゴ

ミ捨て穴の中にはいろいろな生活

道具が捨てられ、その他に、土師

器の皿のみ、箸のみ、漆器・箸・

土師器皿の３種類を埋めた興味深

い穴もあります（写真１）。

町の内部は、東洞院大路に対し

ては東西方向、八条坊門小路に対

しては南北方向に、柵や溝で宅地

が区切られています。各宅地は道

路に面して幅が７〜 11 ｍ、奥へ

20 〜 23 ｍぐらいの細長いもので

す。通りに面して家が建てられ、
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八条院町と調査地　淡茶色は町屋、斜線はこれまでの調査地。八条院町の年貢帳は、

元応元年（1319）から貞治元年（1362）までの間に４通が残る。各年貢帳で支配地域

が異なるが、ここでは延文２年（1357）を示した。

写真１　調査地のようす（南東から）
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その奥に小屋・井戸・ゴミ捨て穴・

便所などがありました。宅地の奥

は空地となり、畑や物干し場など

として利用されたものと思われま

す。この宅地割りの柵や溝は、平

安時代の土地区画の四
し

行
ぎょう

八
はち

門
もん

制

（一町を 32分割する）に合ってい

ます。東寺に伝えられた年貢帳の

記載と合わせて考えると、中世の

町屋の姿がよみがえってきます。

漆器出土のようす　調査では

200点もの漆器を発見しました。漆

器は土中の環境に左右されやすく、

良好な形での出土は、平安京内で

も限られていましたが、今回はこ

れまで市内で出土した中世の漆器

の合計数を超えています。

漆器の約半数は、調査区中央の

土壙７(一辺１ｍ前後、深さ0.5ｍ）

で発見しました。埋納の方法は、

底に桧
ひのき

の葉を敷き、その上に漆器

が重ねられ、上に大量の箸（長さ

24cm、太さ１cm 前後）、さらに大

量の土師器皿が置かれていました。

漆器や箸は完全な形のものが多く、

日常に使用した痕が見あたりませ

ん。このことから、これらは単な

る生活のゴミではなく、特別な行

事や祭りなどに使用されたとも想

像されます。その他の漆器は、溝

や井戸・ゴミ捨て穴などに捨てら

れていました。

発見された漆器　漆器類は、椀

（83点）・皿（112点）・鉢（２点）・

蓋（２点）などの食器類が主で、

いずれも鎌倉時代から室町時代に

かけてのものです。

椀は大半が内外面黒漆塗のもの

で、内面赤色で外面黒色、両面赤

色で高台だけ黒色のものもあり、

大きさが大・小に分かれます。椀

の約８割には内外面と見込みに、

赤色漆でさまざまな絵が描かれて

います。草木や花の絵（２・３・６）

が一番多く、扇や鳥（１）、家紋風

のものや、亀
きっ

甲
こう

紋
もん

（５）などの幾

何学紋様、蓬
ほう

莱
らい

山
さん

図
ず

（４）のよう

な情景など、人々に好まれためで

たい紋様が多く、ほとんどが手描

きです。この他、楓
かえで

や菊・三つ巴

などのスタンプを押した小型の椀

が数点あります（写真２）。

皿は内外面黒色のものが多く、

内面赤色・外面黒色のものもあり

ます。絵を描くものは約半数と椀

より少なく、底に１･３･５個の点

や直線を何本か描いたものなど、

大半が簡素な絵です。鉢にはカタ

バミの花を描いたものがあります。

漆絵の特徴は、極端に太い線と

細い線のコントラストで画面に巧

みに変化をつけ、勢いのあるのび

やかな線で緊張感と軽やかさを表

現するものが多く見られます。ま

た、描
か

き割
わ

り技法といって、紋様

と紋様の間を細い線状に残すこと

で、図柄の輪郭を浮き立たせる効

果を出しているものもあります。

このような漆絵は、鎌倉や広島県

草
くさ

戸
と

千
せん

軒
けん

町
ちょう

遺跡などで発見された

漆器と共通するものは少なく、京

都の独自性を感じます。

漆器は、中世になると高級品の

他に、簡易な工程で量産された安

価な普及品が出現し、今回発見し

た漆器もこれに含まれます。今回

の調査によって一般の人々が、こ

れらの漆器を使用していたことが

わかり、京都における中世民衆の

生活文化をかいま見る、貴重な資

料といえます。

　　　　（太田　吉男・出口　勲）

写真２　発見された漆器椀
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